
content.

２ 町三役・町議会　新年のごあいさつ 12 デマンドタクシー「愛のりくん」をご利用ください

４ 地域防災訓練を実施 14 教育のひろば　福島小学校の取り組み

６ 民生委員・児童委員を紹介 17 町のわだい　甘楽中女子駅伝部　関東大会で躍動！

10 新型コロナワクチン接種のお知らせ 22 おしらせ版
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元気よく“跳び”出そう！
めぶきの森かんら・かんら保育園 年長組園児

今年は卯年 飛躍の年に！今年は卯年 飛躍の年に！
うう



年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て

は
健
や
か
に
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と

と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
が
国
内
で
確

認
さ
れ
て
か
ら
３
年
が
経
過
し
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
皆
さ
ま

か
ら
多
大
な
ご
支
援
と
ご
理
解
、
ご

協
力
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
に
改
め
て

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
も
皆
さ

ま
の
不
安
を
少
し
で
も
解
消
で
き
る

よ
う
対
策
を
講
じ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

昨
年
４
月
か
ら
、
町
の
経
営
方
針

を
定
め
た
新
し
い
計
画「
第
６
次
総

合
計
画
〜
い
き
い
き
か
ん
ら
プ
ラ
ン

〜
」が
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
ま
ち
づ
く
り
を
踏
ま
え

な
が
ら
、
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り

を
基
本
と
し
て
、
皆
さ
ま
が
等
し
く

安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ

く
り
の
推
進
、
そ
し
て
町
に
関
係
す

る
全
て
の
人
に
と
っ
て「
あ
た
た
か

な
ふ
る
さ
と
」で
あ
り
続
け
る
た
め
、

町
の
将
来
像
を「
し
あ
わ
せ
ホ
ー
ム

タ
ウ
ン
甘
楽
」と
定
め
ま
し
た
。

　

基
盤
整
備
・
産
業
振
興
・
生
活
環

境
・
社
会
福
祉
・
教
育
・
行
財
政
運

営
の
６
つ
の
主
要
施
策
を
中
心
と
し

て
構
成
さ
れ
た
新
し
い
総
合
計
画
の

基
本
理
念
の
実
現
に
向
け
、
着
実
に

事
業
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
の
で
、皆
さ
ま
の
ご
支
援
、

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た「
甘
楽
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
」が
今
春
に
は
開
通
す
る

予
定
で
す
。
定
住
人
口
の
増
加
や
企

業
進
出
な
ど
経
済
活
性
化
へ
の
一
翼

を
担
う
こ
と
を
大
い
に
期
待
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
開
通
式
で
は
新
し

い
甘
楽
の
船
出
を
皆
さ
ま
と
一
緒
に

祝
い
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

本
年
も
皆
さ
ま
が
健
康
で
過
ご
せ

ま
す
よ
う
願
っ
て
お
り
ま
す
。

「
し
あ
わ
せ
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
」
を
目
指
し
て

甘
楽
町
長

茂
原　

荘
一

甘  

楽  

町  

長

茂
原
荘
一

甘
楽
町
副
町
長

森
平
仁
志

甘
楽
町
教
育
長

近
藤
秀
夫

左から森平副町長、こんにゃくパークのマナンちゃん、茂原町長、かんらちゃん、近藤教育長、
めんたいパーク群馬のタラコン博士、群馬サファリパークのホワイトタイガー「三大パークのキャラクターが集結」

新
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年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
輝
か
し

い
新
春
を
皆
さ
ま
と
共
に
迎
え
ら
れ

ま
す
こ
と
を
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
収
束
が
見
え
な
い
不
安
な

状
況
に
あ
り
ま
し
た
が
、
新
し
い
生

活
様
式
の
実
践
の
下
、
行
事
や
イ
ベ

ン
ト
も
通
常
に
近
い
形
で
開
催
さ
れ
、

徐
々
に
活
気
が
戻
り
つ
つ
あ
る
一
方

で
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
苦
境
に
あ
る

方
の
支
援
や
深
刻
な
影
響
を
受
け
た

経
済
の
回
復
へ
の
取
り
組
み
が
重
要

で
あ
る
と
感
じ
た
１
年
で
し
た
。

　

さ
て
、
議
会
活
動
を
ご
理
解
い
た

だ
く
た
め
に
議
会
の
傍
聴
を
お
願
い

し
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
コ
ロ
ナ

禍
で
多
く
の
傍
聴
者
を
集
め
る
こ
と

が
困
難
な
状
況
を
鑑
み
、
議
会
最
終

日
の
一
般
質
問
の
一
部
を
録
画
し
て

公
開
し
て
お
り
ま
す
。
町
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ご
覧
に
な
れ
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
視
聴
し
て
く
だ
さ
い
。

　

そ
の
他
に
も
議
員
学
習
会
や
常
任

委
員
会
現
地
調
査
な
ど
を
行
い
ま
し

た
。
詳
し
く
は
、
議
会
だ
よ
り
最
新

号（
１
月
15
日
発
行
予
定
）を
お
読
み

い
た
だ
き
、
議
会
に
対
す
る「
ご
意

見
・
ご
要
望
」を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

私
ど
も
議
員
の
任
期
も
４
月
で
終

了
い
た
し
ま
す
。
残
さ
れ
た
期
間
を

町
政
発
展
の
た
め
、
議
会
の
改
革
・

活
性
化
に
引
き
続
き
取
り
組
み
任
期

を
全
う
す
る
所
存
で
す
。

　

新
し
い
年
が
町
民
皆
さ
ま
に
と
り

ま
し
て
実
り
多
く
、
希
望
に
満
ち
た

年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
議
員
一
同
心

か
ら
ご
祈
念
年
申
し
上
げ
ま
し
て
、

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

議
会
の
改
革
・
活
性
化
に
取
り
組
み
ま
す

甘
楽
町
議
会
議
長

中
野　

喜
久
勇

議　長　中野喜久勇
副議長　金田倍視

以下議席順
　　　　山田光男
　　　　堀口　博
　　　　白石豊樹
　　　　吉田恭介
　　　　横尾　稔
　　　　相川忠夫
　　　　黒澤　篤
　　　　富岡朝男
　　　　山﨑澄子
　　　　山田邦彦

甘楽町議会

中央左が中野議長・中央右が金田副議長

録画配信の視聴
はこちらから→

新
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■
訓
練
内
容

　

訓
練
は
、
午
前
９
時
ご
ろ
県
南
部
を
震

源
と
す
る
大
規
模
な
直
下
型
地
震
が
発
生

し
、
町
内
で
震
度
６
規
模
の
強
い
揺
れ
を

観
測
し
た
想
定
で
始
ま
り
ま
し
た
。

　

自
衛
隊
、
警
察
、
消
防
、
町
消
防
団
、

各
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、
住
民
の
皆
さ
ん

の
協
力
に
よ
り
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

①
災
害
対
策
本
部
設
置

②
被
害
状
況
確
認
・
警
戒
広
報

③
被
害
情
報
収
集
・
情
報
伝
達

④
住
民
避
難

⑤
避
難
所
開
設
・
非
常
用
電
源
設
置

⑥
障
害
物
除
去

⑦
初
期
消
火

⑧
被
害
状
況
確
認
報
告

⑨
大
規
模
火
災
・
補
給
水
連
携

⑩
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
設
置

⑪
非
常
食
配
布

■
展
示
・
体
験

●
災
害
用
伝
言
板
・
災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ　
　

ル
体
験

●
防
災
情
報
関
連
の
ス
マ
ホ
登
録
支
援

●
は
し
ご
付
き
消
防
車
の
試
乗
体
験

●
陸
上
自
衛
隊
第
12
施
設
中
隊
の
自
衛
隊

車
両
の
展
示

●
国
土
交
通
省
高
崎
河
川
国
道
事
務
所
の

災
害
関
連
車
両
の
展
示

●
起
震
車
に
よ
る
地
震
体
験

　

こ
の
訓
練
で
、
関
係
機
関
と
の
連
携
を

強
化
し
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
防
災
に
対
す

る
理
解
と
意
識
を
高
め
ま
し
た
。

要支援者避難支援訓練
避難所開設訓練・
段ボールベッドの組み立て

小型消火器による初期消火訓練

令和４年度地域防災訓練が11月27日、小幡小学校校庭で行われ、約400人令和４年度地域防災訓練が11月27日、小幡小学校校庭で行われ、約400人
の皆さんが参加しました。いつ発生するか分からない大地震などの災害に備え、の皆さんが参加しました。いつ発生するか分からない大地震などの災害に備え、
日頃から防災意識を高め、いざというときのために備えましょう。日頃から防災意識を高め、いざというときのために備えましょう。

防 災
訓 練 地域の力でまちを守る

町政の動き町政の動き
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激励を受け、町内の特別警戒に出動

　

町
消
防
団（
峯
岸
藤
喜
団
長
）に

よ
る「
歳
末
夜
間
特
別
警
戒
」の
出

発
式
が
12
月
１
日
に
役
場
前
庭
で

行
わ
れ
、
各
分
団
の
代
表
者
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

式
に
は
町
三
役
や
町
議
会
議
員
、

区
長
理
事
が
出
席
し
団
員
を
激
励
、

式
終
了
後
は
消
防
車
に
乗
車
し
、

各
地
域
へ
一
斉
に
出
発
し
ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
は
、
空
気
が
乾
燥
し

火
災
が
発
生
し
や
す
い
年
末
の
１

カ
月
間
、
地
域
の
皆
さ
ん
が
明
る

い
新
年
を
迎
え
ら
れ
る
よ
う
毎
年

実
施
す
る
も
の
で
す
。

歳
末
夜
間
特
別
警
戒

歳
末
夜
間
特
別
警
戒
をを
実
施
実
施

災害伝言
ダイヤル体験

バケツリレーによる
初期消火訓練

非常食配布

はしご車試乗体験

起震車による地震体験

大規模火災訓練

城町消防援助隊による
初期消火訓練

障害物除去訓練

防災ヘリによる避難者救助訓練

広報かんら／2023.1.15



　

地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
福
祉
活
動
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
携
わ
っ
て
い
る「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
」

が
、
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

　

全
て
の
民
生
委
員
は
児
童
委
員
を
兼
ね
て
お
り
、
各
地
区
委
員
の
ほ
か
子
ど
も
に
関
す
る
支
援
を
専

門
に
担
当
す
る「
主
任
児
童
委
員
」が
い
ま
す
。
任
期
は
３
年
間
で
、
会
長
に
は
高
橋
勝
利
さ
ん
が
選
任

さ
れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
。カ
ッ
コ
内
は
委
員
の
担
当
行
政
区
・
了
承
を
得
た
人
の
み
掲
載
）

民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
38
人
を
任
命　
■
福
祉
課
福
祉
係
☎

（67）
５
１
６
２

「大丈夫！」  自己の過信が  事故招く
　
「
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防

止
」「
夕
暮
れ
時
の
早
め
の
ラ
イ
ト
点

灯
と
反
射
材
な
ど
の
着
用
促
進
」「
飲

酒
運
転
な
ど
の
悪
質
・
危
険
な
運
転
の

根
絶
」
を
重
点
目
標
に
し
た
冬
の
県
民

交
通
安
全
運
動
が
実
施
さ
れ
、
警
察
、

交
通
安
全
協
会
、
町
交
通
指
導
隊
な
ど

が
交
通
安
全
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

下校時に反射ベストの着用指導と
自転車の安全な利用について啓発
を行いました。

シートベルトやチャイルドシートの着用指導
と啓発品を配布し安全運転を呼び掛けました。

柴田　久子
（１区）

山本　朝子
（２区）

田村美恵子
（２区）

新井三代子
（３区）

瀧上　礼子
（４区）

田村　智
（５区）

関口　幸美
（６区）

栁澤千枝子
（７区）

倉茂　利幸
（７区）

松井　里子
（９区）

佐藤　好昭
（９区）

田村りえ子
（10区）

秋山　勝巳
（12区）

山本　久江
（15区）

大河原和子
（15区）

高橋　文男
（17区）

（１区）

北村　松代
（４区）

丸澤　治夫
（７区）

（11区）

冬の県民交通安全運動　12月1日～10日夜間の外出時
は、反射材を
付けて目立つ
ようにしよう！

甘楽中学校
町役場前

印刷版の
広報かんら
に掲載

印刷版の
広報かんら
に掲載

町政の動き
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無
事
故
で
新
年
を
迎
え
ら
れ
る
よ
う
認
定
こ
ど
も
園
や

保
育
園
、
各
小
学
校
に「
信
号
」を
イ
メ
ー
ジ
し
た
３
色
の

ビ
オ
ラ
の
鉢
植
え
を
贈
り
ま
し
た
。

◀
福
島
小
学
校

▶
小
幡
小
学
校

◀
新
屋
小
学
校

▶
め
ぶ
き
の
森
か
ん
ら

◀
か
ん
ら
保
育
園

山田　幸子
（18区）

田村由美子
（19区）

松井　金美
（19区）

田中　功一
（20-1区）

相川登志子
（20-1区）

川原﨑裕子
（20-2区）

野㞍　佳宏
（21区）

野口　節朝
（22区）

（22区）
浦辺　初江
（23区）

小柏　洋子
（24区）

山﨑　順子
（25区）

高橋　勝利
（26区）

大河原博志
（26区）

中嶋　美明
（27区）

吉田　敏子
（全区）

新井　順子
（全区）

鈴木　恵子
（28区）

主任児童委員

委員は、地域の皆さんから福
祉に関する相談を受け、内容に
応じて関係機関を紹介し適切な
サービスを受けられるよう調整
などを行います。
　委員には、個人の秘密を守る
ことが法で義務付けられています。
安心してご相談ください。
福祉に関すること福祉に関すること
　家族の介護・
　福祉サービスの紹介など
 子育てに関すること子育てに関すること
　子育ての悩み・
　児童虐待防止など
 生活、健康に関すること生活、健康に関すること
　生活福祉資金・
　健康、医療の悩みなど

地域住民と行政のパイプ役地域住民と行政のパイプ役

印刷版の
広報かんら
に掲載
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　毎月第４火曜日に、金井研修
センターで開催しています。20
人くらい集まり、町保健師の健
康チェックを受けたりおしゃべ
りをしています。
　また、参加者におたっしゃ会

の日を楽しみにしてもらいたいという思いから、
作品を作り上げる達成感や家に持ち帰っても楽し
める、季節に合わせた工作も実施しています。
　地域の人が集まって顔が見える場なので、参加
者の健康や、人と人とのつながりを大切にこれか
らも活動を続けていきたいです。参加者は随時募
集しています。お気軽にご参加ください。

　毎月第１・第３木曜日に、二
日市公会堂で開催しています。
毎回10～15人くらいの人が集ま
り、民生委員経験者など６人が
運営に携わっています。
　普段は、おしゃべりをしたり

ゲームをしたり地域の人が気楽に集まれる場所で
す。イベントも企画し町内を巡ったり、先日は福
島駅から電車に乗り「めんたいパーク」に行きまし
た。みんなとても楽しそうでした。
　皆さんにとって楽しい場でありたい、そして地
域に自分の居場所があれば、支える仲間づくりが
でき、地域の活性化にもつながると思います。

町では、気軽に集える縁側のような居場所づくりに取り組んで
います。今回は、「地域、人」に寄り添う居場所、住民主体による地
域社会での活動を紹介します。
（写真はスマイルボウリングを楽しむ18区おたっしゃ会の皆さん）

ボランティア
  飯島悦子さん

　誰もが住み慣れた地域社会で、安心して暮らし続けられるようにと平成12年から始まり、現在
21カ所で実施しています。ボランティアにより運営され、地域の人が交流できる場となっています。
　代表して２つの地区のおたっしゃ会関係者にその思いを聞きました。

代表
  田中宏一さん

リンゴ狩りに出掛けました。
「私とリンゴどっちがカワイイ 」

クリスマスリースを作成しました。
「自宅でクリスマスを楽しもう！」

特 集特 集 現代版　暮らしの縁側現代版　暮らしの縁側
～出会いと語らいの場～～出会いと語らいの場～

おたっしゃ会

二日市おたっしゃ会金井おたっしゃ会

町政の動き
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　歩いて通える身近な場所で、軽体操や交流など住民や民間団体が主体となって運営してい
ます。介護予防はもちろん、いきいきと安心して暮らせるまちづくりの一端を担っています。
　　　　  と     　　　にそれぞれ感想を聞きました。
①代表・運営者　②場所　③日時　④やっていること

① 社会福祉法人かんら会
② 特別養護老人ホームシルクおばた（善慶寺）

① 浅香厚子さん（秋畑）
② 秋畑地域交流センター
③ 火曜日、午後１時30分～３時30分
④ ストレッチ、筋力トレーニング体操

① 茂木惠子さん（福島）
② 代表者宅敷地内
③ 月～土曜日、午前８時～11時 ※荒天時休み
④ おしゃべり、グラウンドゴルフ

① りぼん薬局（金井）
② 金井研修センター
③ 木曜日、午後２時～4時
④ 筋力トレーニング体操、お薬相談

① 田村清子さん（秋畑）
② 秋畑地域交流センター
③ 金曜日（第５週休み）、午前11時～午後2時
④ おしゃべり、軽食の提供

感染症対策に気を付
け開催しています。

自宅に近い場所で参加し
やすく、毎週楽しみにし
ています。

参加者にお任せしていま
す。敷地を利用してくれ
るのでありがたいです。

おしゃべりできて楽し
いし、通うようになっ
て元気になりました。

体操時には安全かつ効果的にで
きるよう声かけしています。参
加者の協力で続けられています。

今まで休まず、
120回くらい参
加しています。

当初は参加が少なく不安でし
たが、今は参加者、協力者と
もに増えにぎわっています。

毎回、おいしい
軽食とコーヒー
が楽しみです。

＊現在感染症対策のため休止中です＊

代表者 参加者

再開しましたら、お出掛けください。

　地域の居場所である「おたっしゃ会」や「通いの場」は高齢
者の健康を向上させ、社会的孤立を防ぐ重要な役割があり
ます。町では「通いの場」を新規で立ち上げてくれる人・団
体を支援します。詳しくは地域包括支援センターにお問い
合せください。 ■町地域包括支援センター ☎67-5182

通いの場

長寿の里·秋畑筋力トレーニング教室 おしゃべり会

長寿カフェ あきはたりぼん健康サロン

シルクdeカフェ
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新型コロナワクチン接種のお知らせ新型コロナワクチン接種のお知らせ
■ 健康課 新型コロナウイルス感染症予防対策室 ☎67-5159　FAX67-7066

●コロナワクチン接種相談・予約センター
    ☎ 0 1 2 0 - 5 0 0 - 6 6 2
　　 月～金曜日（祝日を除く）　午前９時～午後５時
   ●スマートフォン（LINE）
　　 「富岡市公式LINE（ライン）」を友だち登録してください。

▲富岡市公式
　LINEはこちら

ワクチンの種類 協力医療機関
乳幼児（生後６カ月～４歳） 小泉医院（富岡市）※土曜日のみ 宮崎医院（富岡市）※土曜日のみ

小児（５～11歳） 小幡医院　※土曜日のみ 原医院　※土曜日のみ
従来株対応（12歳以上の１・２回目） 奥村クリニック　※毎月第１月曜日（祝日の場合は第２月曜日）

オミクロン株対応
安藤医院 奥村クリニック 小幡医院

こがはらクリニック 篠原整形外科医院 原医院

▶国からのワクチン供給量および接種対象者の増減により、協力医療機関を変更することがあります。
▶各医療機関の接種日の詳細については、富岡市公式 LINEの「空き状況の表示」で確認いただくか、
　相談・予約センターへお問い合わせください。

  接種できる主な協力医療機関接種できる主な協力医療機関 ※富岡市、下仁田町の医療機関でも接種できます

■ 新型コロナワクチン接種の予約方法　　 接種券付き予診票をご用意ください

オミクロン株対応ワクチンの接種を実施していますオミクロン株対応ワクチンの接種を実施しています
初回接種（1・2回目）の済んだ12歳以上の人が対象です。
オミクロン株対応ワクチンの接種は、１人１回です。

小児・乳幼児のワクチン接種をご検討ください小児・乳幼児のワクチン接種をご検討ください
子どもの感染増加に伴い、重症化する子どもが増えてきています。
小児・乳幼児の接種についても「努力義務」が適用されています（強制ではありません）。

初回接種（１・２回目）が済んでいない人は早めに接種しましょう初回接種（１・２回目）が済んでいない人は早めに接種しましょう
１・２回目接種に使用する従来株ワクチンは、国からの供給が終了しました。
希望する人は早めの接種をお願いします。
オミクロン株対応ワクチンは、１・２回目の接種が完了していないと接種できません。

▶詳しくはこちら

 発熱など感染の心配のあるときは 発熱など感染の心配のあるときは

予約には
券番号が
必要だよ

❶ ❶ まずは  かかりつけ医かかりつけ医  に
　お電話を

　発熱や咳、のどの痛みなど気になる症
状がある場合はかかりつけ医に相談しま
しょう。

❷ ❷ かかりつけ医がない場合は

または県のホームページで診療、検査を行う
病院（診療検査外来）を確認してください。

「群馬県受診・相談コールセンター」
 ☎0570－082－820
　　（土日祝日、24時間対応）

町政の動き
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環 境 保 健 協 会 か ら の お 知 ら せ
■ 住民課環境係 ☎64-8315

vol.157

事　業 実施日 回収量
古着リサイクル 10月30日 11,930㎏

小型家電回収 11月20日 10,790㎏
廃タイヤ・

廃バッテリーなどの回収 12月11日 381点

集められた古着 小型家電回収

甘
楽
の
天
然
水
商
品
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
中

■
水
道
課
業
務
係
☎

（64）
８
３
１
６

　

町
で
は
令
和
３
年
７
月「
甘
楽
の
天

然
水
商
品
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
委
員
会
」

を
立
ち
上
げ
、「
か
ん
ら
の
天
水
」の
商

品
化
を
契
機
に
産
官
学
民
一
体
と
な
り
、

水
資
源
を
中
心
と
し
た
森
林
保
全
、
観

光
振
興
、
教
育
の
推
進
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

11
月
22
日
、町
内
の
小
学
校
３
校
で
、

町
と
包
括
連
携
協
定
を
締
結
し
同
委
員

会
の
構
成
メ
ン
バ
ー
で
も
あ
る
高
崎
商

科
大
学
の
学
生
に
よ
る
交
流
授
業
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
同
大
学
の
学
生
が
町
有
林

視
察
で
の
体
験
を
通
じ
て
学
ん
だ
水
源

や
森
林
保
全
の
重
要
性
を
、
小
学
６
年

生
に
分
か
り
や
す
く
伝
え
よ
う
と
企
画

さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
授
業
後
の
26
日
に
は
町
有
林

で
ス
ギ
の
植
林
体
験
が
行
わ
れ
、
学
生

と
６
年
生
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
委
員
約
50

人
が
参
加
し
豊
か
な
水
と
森
の
関
係
性

に
つ
い
て
学
習
す
る
貴
重
な
機
会
と
な

り
ま
し
た
。

新屋小学校での交流授業

大
学
生
が
児
童
に

大
学
生
が
児
童
に

　
　
「
水
資
源
と
森
林
保
全
」の
関
係
性
を
伝
え
る

　
　
「
水
資
源
と
森
林
保
全
」の
関
係
性
を
伝
え
る

環境意識を育む植林活動

　古着回収による可燃ご
みの減量、使用済み小型
家電や廃タイヤの回収な
どによる事業を実施し、
環境に配慮した適正な処
理に取り組みました。
　回収された資源ごみは、
新たな製品に生まれ変わ
り再生利用されます。

資源ごみ回収事業報告資源ごみ回収事業報告
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スライドドアで乗り降りしやすい車両

　

町
の
公
共
交
通
と
し
て
運
行
し
て
い

る
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー「
愛
の
り
く
ん
」

は
、
利
用
者
か
ら
の
電
話
予
約
を
受
け

て
、
時
刻
表
に
基
づ
い
て
出
発
し
た
タ

ク
シ
ー
が
自
宅
や
付
近
の
指
定
場
所
ま

で
迎
え
に
行
き
、
利
用
者
を
巡
回
し
な

が
ら
相
乗
り
し
て
目
的
地
ま
で
運
行
す

る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　

利
用
に
は
、
事
前
登
録
・
予
約
が
必

要
で
す
。
利
用
さ
れ
る
人
は「
予
約
セ

ン
タ
ー
」に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

電話
FAX

フリーダイヤル

0120－74－0013
受付時間 午前８時～午後６時
※ 予約は利用日の２日前から、利用した
い便の１時間前までです。（８時・９時
便の予約は前日まで）

デマンドタクシー予約センターデマンドタクシー予約センター

午
前

８時便
９時便
10時便
11時便
12時便

午
後

１時便
２時便
３時便
４時便
５時便

●町内全域
●公立富岡総合病院
●公立七日市病院

大人　300円
中学生以下　100円
※ 未就学児無料
※障害者手帳をお持ちの人
は100円（付添人200円）

運行時刻表 運行範囲

利用料金

到着時間には
余裕をもって

　通常のタクシーとは違い
乗り合いで運行し複数箇所
に立ち寄るため、目的地到
着には時間がかかります。

　  「少し待ってて！」は
   できません

　一度下車すると、短時間
でも車両を待たせておくこ
とはできません。再度予約
しご乗車ください。

乗り合いで運行しています。ご協力ください。

予約の取り消しは
お早めに

　予約をキャンセルする際
には、できるだけ早くご連
絡ください。連絡がないと
運行が遅れてしまいます。

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー「
愛
の
り
く
ん
」を
ご
利
用
く
だ
さ
い　
■
企
画
課
企
画
調
整
係
☎

（74）
３
１
３
３

善
意
の
紹
介

善
意
に
深
く
感
謝
し
、

広
く
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
合
同
会
社
グ
ン
ケ
イ（
前
橋
市
）

　

町
へ
５
万
円
を
寄
付
さ
れ
ま
し

た
。

●
熊
井
戸
工
業
株
式
会
社（
高
崎

市
・
熊
井
戸
浩
一
社
長
）の
協

力
会
社
54
社
で
組
織
す
る
安
全

衛
生
協
議
会（
落
合
裕
道
会
長
）

　

町
図
書
館
の
蔵
書
と
し
て
、
絵

本
な
ど
３
０
０
冊
を
寄
贈
さ
れ
ま

し
た
。

茂原町長（中央）に目録を手渡す
落合会長（左から２番目）

　  予

転
倒
な
ど
の
事
故
を
防
ぐ
た
め
、

一
人
で
乗
降
が
難
し
い
人
は
付
添
人

     

と
の
同
乗
を
お
願
い
し
ま
す
。

町政の動き

12広報かんら／2023.1.1



■ 企画課企画調整係☎74-3133

知ってください！ニカラグア共和国

「ニカラグア」という国名の由来
　「ニカラグア」の国名の由来には2つの説があります。
　一つは、この地域に住んでいた人たちの言語ナウワ（Náhuatl）で「アナウアック
（Anáhuac）谷はここまで」という意味の言葉、ニカナウアック（Nicanahuac）に由来す
るものです。アナウアック谷はメキシコ中部から南部に広がっていて、そこには大き
な湖があります。
　もう一つは、この地に住んでいた集落の長「ニカラオ」に由来する
もので、ニカラオがコシボルカ湖（現在の名称はニカラグア湖）の近
くに定住し始めたことから、スペイン語のアグア（水）と組み合わさ
り「ニカラグア」となったとするものです。
　これら２つの説ともに国名には、国の重要な天然資源の一つであ
る「水」が関係していることが分かります。 ニカラオ氏の像

企業版ふるさと納税
甘楽の天然水商品化プロジェクト

●●● 善意に深く感謝し、広く皆さんにお知らせします ●●●

　事業の趣旨に賛同し、右の企業が寄附
されました。

（12月19日入金確認まで。公表希望のみ掲載）

企　業　名 金　額
クボタ環境エンジニアリング
株式会社（東京都中央区） 100,000円

ニカラグア湖は、中央アメリカで最大の広さを誇り、世界でも10番目に大きい
淡水湖です。フェリーなどで周遊できるツアーもあります。

和国
　東京2020オリンピック・パラリンピック大会　東京2020オリンピック・パラリンピック大会
を契機に町との交流が始まったニカラグア共和国。を契機に町との交流が始まったニカラグア共和国。
　今月号から３回にわたり、同共和国のさまざま　今月号から３回にわたり、同共和国のさまざま
な情報を現地で国際協力事業に取り組むJICAニカな情報を現地で国際協力事業に取り組むJICAニカ
ラグア事務所から伝えてもらいます。ラグア事務所から伝えてもらいます。
　ぜひお楽しみください。　ぜひお楽しみください。
　　　　　　　■ 企画課企画調整係 ☎74-3133　　　　　　　■ 企画課企画調整係 ☎74-3133

青少推

気
を
つ
け
よ
う　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の　

そ
の
こ
と
ば　
（
新
屋
小
５
年　

井
澤
虎
太
朗
）

「
あ
り
が
と
う
」　

笑
顔
あ
ふ
れ
る　

魔
法
の
言
葉　
　
　
（
新
屋
小
５
年　

中
山
梓
杏
）

　

甘
楽
町
青
少
年
育
成
推
進
員
連
絡
協
議
会
が

令
和
３
年
度
に
募
集
し
た「
少
年
の
日
」標
語
の
優

秀
賞
作
品
で
す
。（
学
年
は
３
年
度・敬
称
略
）

毎月
第１土曜日
少年の日

太平洋

カリブ海
メキシコ

グアテマラ ホンジュラス

エルサルバドル

コスタリカ
パナマ

ニカラグア

オ  ラ　　  ニ
  カ  ラ  グ  ア

Hola! Nicarag
ua

Hola! Nicarag
ua
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本
や
テ
レ
ビ
、
町
中
な
ど
で「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」と
い
う
言
葉
を
見
た
り
聞
い
た
り
す
る
機
会
が
増
え

て
き
ま
し
た
。
大
人
も
子
ど
も
も
言
葉
と
し
て
知
っ
て
い
る
け
れ
ど
、
内
容
を
説
明
で
き
る
人
は

少
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
低
・
中
・
高
学
年
の
ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
に
親
子
で
参
加
し
た
Ｐ

Ｔ
Ａ
行
事
を
中
心
に「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
初
め
の
一
歩
」と
し
て
の
、
本
校
の
実
践
を
紹
介
し
ま
す
。

　

ま
ず
は「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
じ
ゃ
ん
け
ん
」か
ら
。

「
知
っ
て
る　
　

」「
説
明
で
き
る　
　

」

「
初
め
て
聞
い
た　
　

」を
グ
ー
・
チ
ョ

キ
・
パ
ー
で
表
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

続
い
て『
わ
た
し
が
か
わ
る
み
ら
い

も
か
わ
る
』の
読
み
聞
か
せ
。
こ
の
絵

本
は
、
小
さ
い
子
に
も
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
が
わ

か
る
よ
う
に
作
ら
れ
て
い
ま
す
。
小
さ

い
子
に
わ
か
る
と
い
う
こ
と
は
、
誰
に

で
も
わ
か
る
と
い
う
こ
と
で
す
。「
難
し

い
な
」と
い
う
ハ
ー
ド
ル
を
一
気
に
飛

び
越
え
る
こ
と
が
で
き
た
よ
う
で
、
会

場
の
雰
囲
気
が
ぐ
っ
と
和
み
ま
し
た
。

　

次
の『
い
の
ち
の
た
べ
も
の
』の
読
み

聞
か
せ
の
後
、
17
の
ゴ
ー
ル
の
ど
れ
に

関
係
し
て
い
る
か
親
子
で
考
え
ま
し

た
。
会
場
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、
朝

日
さ
ん
が
絵
本
の
内
容
と
17
の
ゴ
ー
ル

の
関
わ
り
を
説
明
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か
ら
見
て
い
く

と
、
17
の
ゴ
ー
ル
の
全
て
が
関
係
し
て

い
る
こ
と
に
み
ん
な
が
気
づ
き
ま
し

た
。
他
人
事
だ
っ
た
Ｓ
Ｇ
Ｄ
ｓ
が
自
分

事
に
な
っ
た
瞬
間
で
す
。

　

講
演
会
後
、
学
校
で
も
家
庭
で
も

「
S
D
G
ｓ
」と
い
う
言
葉
が
会
話
の
中
に

自
然
と
出
て
く
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

絵
本
で
学
ぼ
う

絵
本
で
学
ぼ
う
S
D
G

S
D
G
ｓｓ    

i
n
i
n 

福
島
福
島
小小

11
月
13
日
の
日
曜
参
観
日
に
Ｐ
Ｔ
Ａ
行
事
と
し
て
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
講
演
会
＆
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま
し
た
。
講
師
に
は
「
絵
本
で
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
協
会
」
代
表
理

事
の
朝
日
仁
美
さ
ん
を
お
招
き
し
、
絵
本
を
通
し
て
親
子
で
一
緒
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
つ

い
て
学
び
、
自
分
に
何
が
で
き
る
の
か
考
え
ま
し
た
。

福
島
小
学
校
の
取
り
組
み

「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」へ
の
大
き
な
一
歩

福島小学校
校 長　中島　剛
児 童　158人

原 琴乃・作
MAKOオケスタ
ジオ・イラスト
山田基靖・監修
汐文社

中川ひろたか・文
加藤休ミ・絵
おむすび舎

」

＊拡大表示は出版社の許諾を得ています。

　ＳＤＧｓのこ
とがよくわかり
ました。すごくあ
たまをつかいま
した。

　ＳＤＧｓじゃん
けんで最初チョキ
(知ってる)だったけ
れど、グー(説明で
きる)になりました。

　お話を聞いて、
みんな一人一人
が心がけてやる
ことが大切だな
と思いました。

　17枚 のカー
ドを使ってＳＤ
Ｇｓをより深く
知ることができ
ました。全ての
ゴールが一つ一
つつながってい
ることもわかり
ました。

　世界で今起こっていること
が、身近な場所でも起こって
いるということを知りました。
世界中の全ての人が平等に
これからも楽しく過ごせるよ
うに自分自身でできることに
取り組みたいと思います。ご
みの分別をしたり、募金に参
加したりして誰かを少しでも
支えられたらと思いました。

　ＳＤＧｓは何個の目
標があるかわかった
し、これからどんなこ
とに気をつければい
いかもわかりました。

３年 ２年 １年４年

５年６年

　子どもと一緒に学
ぶことでしっかりと
向かい合えました。
難しいことはできま
せんが、子どもと考
えながら我が家なり
に暮らしの中に取り
入れていけたらと思
います。

　今までは、食事を
残すことが多かった
のですが、話を聞い
て意識が変わったよ
うでうれしいです。

保護者

保護者

　何より、子どもと
一緒になって考える
ことができたことが
良かったです。

保護者

親子で一緒に

SDGｓって
知ってる？

人類がこの地球で暮らし
続けていくために2030年
までに達成すべき目標
　誰ひとり取り残されるこ
となく、人類が安定してこ
の地球で暮らし続けること
ができるように、世界のさ
まざまな問題を整理し、解
決に向けて具体的な目標を
示したのが、SDGs（持続可
能な開発目標）です。

Unicef SDGｓＣＬＵＢより

　「ＳＤＧｓ」とは
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私
の
行
動
宣
言

言提

子どもの力はスゴイ！

今日のみんなの活動は
SDGsの11のゴール「住
み続けられるまちづく
りを」につながっていく
意義あるものです。

　

皆
さ
ん
は
S
D
G
s
に
つ
い
て

知
っ
て
い
ま
す
か
？
S
D
G
s
に

つ
い
て
説
明
で
き
ま
す
か
？

　

こ
れ
は
福
島
小
学
校
で
行
わ
れ

た
講
演「
絵
本
で
学
ぼ
う
S
D
G

ｓ
」の
始
め
に
講
師
か
ら
受
け
た
質

問
で
す
。
私
は「
説
明
で
き
る
」に

は
手
を
挙
げ
ら
れ
ず
に「
知
っ
て
い

る
」に
手
を
挙
げ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　

と
は
、Sustainable 

D
evelopm

ent G
oals

の
頭
文

字
を
と
っ
た
略
語
で「
持
続
可
能
な

開
発
目
標
」の
こ
と
で
す
。
要
す
る

に「
持
続
可
能
で
よ
り
よ
い
世
界
を

目
指
す
た
め
に
示
さ
れ
た
目
標
」の

こ
と
で
す
。
テ
レ
ビ
報
道
や
新
聞

記
事
を
断
片
的
に
目
に
す
る
と
、

な
ん
だ
か
難
し
く
て
自
分
に
は
あ

ま
り
関
係
が
な
い
よ
う
に
思
え
て

し
ま
い
ま
す
が
、
実
は
私
た
ち
の

生
活
の
中
に　
　
　
　

が
多
く
関

わ
っ
て
い
ま
す
。

　
「
水
・
衛
生
」や「
海
洋
資
源
」を

例
に
挙
げ
れ
ば
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご

み
を
削
減
し
た
り
、
ご
み
を
分
別
し

て
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
だ
け
で
も
森

林
、
河
川
、
海
な
ど
生
態
系
の
保
護

や
回
復
に
つ
な
が
り
、
S
D
G
s

の
掲
げ
る
目
標
に
近
づ
き
ま
す
。

　

一
人
一
人
の
力
は
小
さ
く
て
も
、

み
ん
な
で
同
じ
目
標
に
向
か
っ
て

行
動
で
き
た
ら
大
き
な
力
に
な
る

は
ず
で
す
。
毎
日
の
生
活
の
中
で
ほ

ん
の
少
し
だ
け
意
識
す
る
こ
と
で
、

考
え
方
が
変
わ
り
、行
動
が
変
わ
り
、

未
来
が
変
わ
る
と
思
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
、
子
ど
も
や
孫
た
ち
、

そ
し
て
そ
の
子
孫
た
ち
が
こ
の
先

も
ず
っ
と
安
全
で
安
心
な
暮
ら
し

や
す
い
世
界
で
生
活
し
て
欲
し
い

と
思
い
ま
せ
ん
か
？

　

ま
ず
は「
説
明
で
き
る
」に
手
を

挙
げ
ら
れ
る
よ
う
、
S
D
G
s
を

意
識
す
る
こ
と
か
ら
始
め
て
み
ま

し
ょ
う
！

S
D
G
s

S
D
G
s

　

お
か
い
も
の
に
行
く
と
き
に
、
海
の
た

べ
も
の
と
、
り
く
の
た
べ
も
の
を
か
ん
が

え
て
み
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。

　

お
買
い
物
に
行
く
と
き
ス
ー
パ
ー
で
手

前
か
ら
と
る
よ
う
に
し
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
、
１
と
12
の
ゴ
ー
ル
に
気
を

つ
け
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
食
品
ロ
ス
は

ご
み
が
増
え
る
か
ら
で
す
。
好
き
嫌
い
な

く
が
ん
ば
り
ま
す
！

　
一
番
心
に
残
っ
た
の
は
、
6
の
ゴ
ー
ル

「
安
全
な
水
と
ト
イ
レ
を
世
界
中
に
」で
す
。

水
が
な
い
と
生
き
て
い
け
な
い
か
ら
で
す
。

こ
れ
か
ら
、
ぼ
く
は
も
っ
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に

取
り
組
み
ま
す
！

　

私
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
つ
い
て
自
分
が
で
き

る
こ
と
を
考
え
ま
し
た
。
ご
み
を
無
駄
に

出
さ
な
い
こ
と
、食
べ
物
を
残
さ
な
い
こ
と
、

水
を
無
駄
に
使
わ
な
い
こ
と
で
す
。
こ
の

こ
と
を
や
っ
て
、
少
し
で
も
持
続
可
能
な

世
界
を
つ
く
り
た
い
で
す
。
私
は
え
ら
い

人
じ
ゃ
な
い
の
で
世
界
を
変
え
ら
れ
ま
せ

ん
が
、
私
み
た
い
な
一
般
人
で
も
い
い
世

界
を
つ
く
り
た
い
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
人
と
か
か
わ
っ

て
い
く
中
で
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を
実
現

で
き
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
い
こ
う
と
思
い

ま
す
。

　

計
画
的
な
食
品
の
購
入
、
み
ん
な
が
残

さ
な
い
食
事
づ
く
り
で
、
環
境
と
お
財
布

に
や
さ
し
い
取
組
を
一
緒
に
頑
張
り
ま
す
。

早速、行動へ早速、行動へ

次
へ
の
一
歩
を
み
ん
な
で
踏
み
出
し
ま
し
ょ
う
！

次
へ
の
一
歩
を
み
ん
な
で
踏
み
出
し
ま
し
ょ
う
！

11
月
19
日
㈯
は

二
年
ぶ
り
、
今
年
度
二
回
目
の

リ
サ
イ
ク
ル
活
動
で
し
た
。

　

五
、六
年
生
は

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
初
の
直
接
参
加

一
〜
四
年
生
は
各
家
庭
で
協
力

２年３年４年

５年保護者 ６年

収
益
金
は

　

体
育
・
音
楽
の
備

品
購
入
、
電
子
書
籍

読
み
放
題
サ
ー
ビ
ス

の
契
約
料
な
ど
に
活

用
し
て
い
ま
す
。

新井PTA会長

１年

皆さんはSDGsを
  知っていますか？

甘楽町小中学校
　PTA連合会
　会長　新井章彦

広報かんら／2023.1.11515



　

日
本
に
住
ん
で
い
る
20
歳
か
ら
60
歳

ま
で
の
人
は
、
国
民
年
金
へ
の
加
入
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

就
職
、
退
職
、
婚
姻
な
ど
に
よ
り
加

入
す
る
種
類
が
変
わ
り
ま
す
の
で
、
必

ず
手
続
き
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

●
口
座
振
替
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付

　

口
座
振
替
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で

定
期
的
に
納
め
ま
す
。
手
間
が
か
か
ら

ず
、納
め
忘
れ
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
現
金
納
付

　

日
本
年
金
機
構
か
ら
送
ら
れ
る
納
付

書
を
使
用
し
、
金
融
機
関
や
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
納
付
し
ま
す
。

※
ど
ち
ら
の
納
付
方
法
も
、
一
括
で
保

険
料
を
納
め
る
と
割
引
に
な
る
前
納

割
引
制
度
が
あ
り
ま
す
。

※
保
険
料
を
未
納
の
ま
ま
に
し
て
お
く

と
、
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年

金
が
受
け
取
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
必
ず
納
付
し
ま
し
ょ
う
。

納
付
が
困
難
な
と
き
は
…

経
済
的
な
理
由
な
ど
で
保
険
料
を
納

め
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
は
、
未
納
の

ま
ま
に
せ
ず
免
除
・
猶
予
制
度
を
利
用

し
ま
し
ょ
う
。

将
来
の
年
金
額
を
増
や
す
に
は
…

定
額
保
険
料
（
令
和
４
年
度
は
月
額

１
６
，
５
９
０
円
）
に
加
え
、
付
加
保

険
料
（
月
額
４
０
０
円
）を
納
め
る
と
、

老
齢
基
礎
年
金
に
付
加
年
金
が
上
乗
せ

さ
れ
て
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
付
加

保
険
料
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

国
民
年
金
に
は
、
年
を
と
っ
た
と
き

の「
老
齢
基
礎
年
金
」の
ほ
か「
障
害
基

礎
年
金
」や「
遺
族
基
礎
年
金
」が
あ
り

ま
す
。

20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■
住
民
課
住
民
係
☎

（64）
８
３
１
４

世
代
と
世
代
の

世
代
と
世
代
の

　
　
　

支
え
合
い
の
仲
間
へ

　
　
　

支
え
合
い
の
仲
間
へ

■
問
い
合
わ
せ

　

・
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

　
　

☎
０
５
７
０
ー
０
５
ー
１
１
６
５

　

・
高
崎
年
金
事
務
所（
代
表
）

　
　

☎
０
２
７
ー
３
２
２
ー
４
２
９
９

学生納付
特例制度

学生本人の所得が一定額以下の場合、在学期間中の保険料の納
付が猶予されます。対象は、学校教育法に規定する大学・大学
院・短期大学・高等学校・高等専門学校・専修学校・各種学校
（修業年限が１年以上の課程）などに在学する人です。

納　　付
猶予制度

学生ではない50歳未満の人で、働いていないなどの理由で生活
に余裕がない場合に、本人・配偶者それぞれの所得が一定額以
下の人は、保険料の納付が猶予されます。

免除制度
失業や災害など経済的な理由で保険料を納めることが難しい場
合、本人・配偶者・世帯主それぞれの所得が一定額以下の人は
全額もしくは保険料の一部が免除されます。

老
齢
年
金
受
給
者
の
皆
さ
ん
へ

源
泉
徴
収
票
が
送
ら
れ
ま
す

　

老
齢
年
金
を
受
け
て
い
る
人
に
は
、

日
本
年
金
機
構
よ
り
、
１
月
中
旬
か

ら
下
旬
に
か
け
て「
令
和
４
年
分
公

的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
」が
送
ら

れ
ま
す
。
源
泉
徴
収
票
は
、
昨
年
中

に
支
払
わ
れ
た
年
金
額
や
年
金
か
ら

差
し
引
い
た
税
額
・
控
除
の
内
容
な

ど
を
お
知
ら
せ
す
る
も
の
で
す
。

　

年
金
の
ほ
か
に
収
入
が
あ
る
な
ど

の
理
由
で
確
定
申
告
を
す
る
人
は
、

申
告
手
続
き
の
際
に
こ
の
源
泉
徴
収

票
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

■ 免除・猶予制度

納
付
方
法

老
後
の
た
め
だ
け
の
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん

今の
“まさか”に

将来の
“まさか”に

老後の
“安心”に

障害基礎年金

病気やけがな
どで障がい者
になった際に
受け取る年金

遺族基礎年金

一家の働き手
が亡くなった
際に、家族や
子どもが受け
取る年金

老齢基礎年金

65歳 になっ
たら生活費の
一部として受
け取る年金

　

上
記
の
国
民
年
金
制
度
の

内
容
や
メ
リ
ッ
ト
な
ど
に
関

す
る
動
画
は
こ
ち
ら
⬇
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総務課行政係　内線213・214

gyousei@town.kanra.lg.jp

身近な情報をお寄せください

総務課行政係　☎74-3132

gyousei@town.kanra.lg.jp

身近な情報をお寄せください

甘楽中女子駅伝部　関東大会で躍動！ 
　第31回関東中学校駅伝競走大会が12月４日に東京
都八王子市の上柚木公園陸上競技場および周辺コー
スで開催され、県大会第３位の甘楽中学校女子駅伝部
が出場しました。
　１都７県を代表する33の強豪校が集まった大会で

左から　 新井結乃さん（１年）、 青木桜月さん（１年）、 堀越柚葵さん（１年）、 黒澤　碧さん（３年）
　　　　諏訪沙枝さん（３年）、 田中伶奈さん（２年）、 倉林万優さん（２年）、 外所加帆さん（２年）

選手たちは、練習の成果を発揮し第15位（５区間
13.621km・50分16秒）と健闘しました。
　大舞台での貴重な経験は選手自身をさらに成長さ
せ、２年連続で関東大会に出場し伝統を引き継いだ同
部の今後の活躍が楽しみです。

　2022第22回群馬県小学生駅伝競走大会兼小学生マラソン大会が11月26日に正田
醤油スタジアム群馬で開催されました。男子小学１年500ｍタイムレースで、小暮
颯基さん（新屋小・１年）が１分55秒45で見事優勝しました。
　日頃からトライアスロン（水泳・自転車・長距離走を連続して行う競技）に挑戦し
ている小暮さんは、長距離走の成果を確認したいとの思いから大会に出場しました。
　小暮さんは「初めての陸上大会だったけれど、優勝することができて良かったです。
陸上や水泳、メインのトライアスロンの大会で、また優勝できるよう頑張りたいです」
と話してしてくれました。

県小学生マラソン大会で優勝　小暮さん

　第60回群馬県民スポーツ大会秋季大会が11月６日
と13日に県内各会場で行われ、甘楽郡は郡の部総合６
位になり、郡を代表して参加した各団体の成績は下表
のとおりです。

県民スポーツ大会結果！

＊順位は「順位／参加団体数」で表示

種　目 バスケット
ボール男子

ソフト
テニス 卓　球 弓　道 空手道 ボウリング

順　位 ３位／５ 2位／６ ５位／５ ３位／６ １位／３ ６位／７

【郡の部】得点競技 【オープン競技】
ハンド
ボール男子

ハンド
ボール女子

２位／５ ２位／４

優勝した空手道の選手の皆さん
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人権ポスターコンテストで入賞
　人権について理解を深めるための第19回「人権ポスターコンテスト」（富岡人
権擁護委員協議会・前橋地方法務局富岡支局主催）が開かれ、甘楽郡・富岡市・
上野村の小学５年生を対象に386点の応募がありました。
　12月10日に富岡市生涯学習センターで入賞者の表彰式が行われ、作品も展
示されました。町内の小学生の作品は、１月18日から29日まで町文化会館で
展示されますので、ぜひご覧ください。町の入賞者は次のとおりです。

表
彰
式
に
出
席
し
た
大
河
原
さ
ん

◇サファリ社長賞
　　吉田眞子さん（新屋小）

◇甘楽町教育長賞
　　大河原 結衣さん（新屋小）

◇甘楽町長賞
　　上原莉音さん（小幡小）

　第47回群馬県児童生徒木工工作コンクールにおいて、相川聖奈さん
（福島小・３年）が関東森林管理局長賞を受賞しました。
　これは、木材に親しみ創造する楽しみを感じ、木材を生かした造形や
技術などの教育振興を目的に県と県木材青年協会が毎年開催しています。
　相川さんは、夏休みに作品制作に取り組み、落ち葉なども使い「森の
おうち」を完成させました。
　普段から物を作ることが大好きな相川さんは「自分でアイディアを考
え、中が見えるように窓を大きく作りそこに透明な下敷きを切って貼り
付けたり、ドアや屋根が開いて中が見えるように工夫したりしました。
自分の部屋に飾りたいです」と笑顔で受賞の喜びを話してくれました。

県木工コンクールで入賞　相川さん
▶
賞
状
も
木
材
で
作
ら
れ
て
い
ま
す

▶ 内部にはベッド
などの家具が配
置されいます

おいしくミカンを食べて　吉田さん
吉
田
さ
ん（
左
）か
ら
ミ
カ
ン
を
受
け
取
る
園
児

　吉田藤太郎さん（白倉）が12月13日、かんら保育園にご夫婦
で収穫したミカンを５ケース約1,000個届けました。
　吉田さんは、150本のミカンの木をシカなどの被害に遭わな
いよう管理し、毎年園などにプレゼントしています。
　園児は「手より大きいね」「ミカン大好き」「食べていいの」と大
喜び。声をそろえてお礼を言う年長児や、小さな体をかがめて
「ありがとう」とおじぎする園児の姿が見られました。
　吉田さんは「風邪などひかないようにたくさん食べてもらい
たい。今年も届けられて良かった」と話されました。
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小幡七福神めぐり　500人達成！

蕎麦づくり入門の集大成　蕎麦打ち体験
　秋畑那須地区のちぃじがき蕎麦の里「蕎麦づくり入門」の締
めくくりとなる蕎麦打ち体験が12月10日・11日、甘楽ふる
さと館もみじの間で行われました。
　約100人の蕎麦オーナーが参加し種から育てた粉を使い名
人指導の下、参加者自ら蕎麦を打ちました。打った蕎麦はコ
ロナ感染症対策の観点から、試食は行わずに持ち帰りました。
　体験後には、同館内の「せせらぎの湯」で汗を流し、疲れを
癒した人の姿もありました。

　甘楽町くらしの会（櫻井光江会長・会員36人）は
11月18日、町内のごみ拾いによる環境美化活動を
行いました。
　会員が地区ごとに分かれ清掃活動を行い、ペット
ボトルや空き缶、たばこの吸い殻など軽トラックの
荷台いっぱいのごみを回収しました。
　櫻井会長は「以前に比べ道端に捨てられているご
みは少なくなってきましたが、ゼロではありません。
今後も住みやすいきれいな町を目指して活動を続け
ていきます」と話されました。

環境美化活動で町をきれいに　くらしの会

在宅介護の悩みや負担を軽減　家族介護者教室
　在宅で介護をしている家族を対象に「人生の最終段階の
医療・ケアについて」と題して家族介護者教室が地域包括
支援センターで行われました。
　10月27日は約30人が参加し、公立富岡総合病院の看護
部長の津金澤 理恵子さんと特別養護老人ホームシルクの
生活相談員の新井 千江美さんを講師に招き、「もしものと
き」のために家族が望む医療やケアについて事前に話し合
い、認識を共有する取組「アドバンスケアプランニング（人
生会議）」と「施設の見取り介護」について理解を深めました。 　11月４日には「エンディングノート書き方セミ

ナー」と懇談会が行われ、在宅介護の本音を家族同
士で共有する機会となりました。
　参加者からは「話がとてもわかりやすく、有意義な
講座でした」「夫の介護が始まったのでこれからも教
室を開催してもらいたい」などの声が聞かれました。

◀
医
療
従
事
者
の
視
点
で

　

講
演
す
る
富
総 

津
金
澤
さ
ん

▶
施
設
で
の
経
験
を
交
え

　

話
す
シ
ル
ク 

新
井
さ
ん
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群馬県警察
通信指令課 編

　

運
動
を
続
け
よ
う
と
し
た
け

れ
ど
、
挫
折
し
た
人
は
い
ま
せ

ん
か
。

　

健
康
維
持
に
必
要
な「
食
事
」

「
睡
眠
」は
体
が
要
求
し
ま
す

が
、「
運
動
」は
自
分
で
行
動
を

起
こ
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

で
、
習
慣
化
さ
せ
る
に
は
工
夫

や
努
力
が
必
要
で
す
。

　

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
や
ス
ト
レ
ッ

チ
、
ラ
ジ
オ
体
操
な
ど
簡
単
な

運
動
や
興
味
の
あ
る
運
動
を
５

分
10
分
と
積
み
重
ね
ま
し
ょ

う
。

　

空
い
た
時
間
で
運
動
し
よ
う

と
す
る
と
別
の
こ
と
を
や
っ
て

し
ま
っ
た
り
す
る
の
で
、
あ
ら

か
じ
め
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
組
み

込
み
、
時
間
が
き
た
ら
強
制
的

に
運
動
を
始
め
ま
す
。

　

通
勤
や
買
い
物
の
移
動
手
段

を
車
か
ら
自
転
車
や
徒
歩
に
す

る
。
足
踏
み
を
し
な
が
ら
歯
を

磨
く
。
テ
レ
ビ
の
Ｃ
Ｍ
時
間
に

腹
筋
を
す
る
な
ど
、
状
況
に
応

じ
て
運
動
を
プ
ラ
ス
し
ま
す
。

　

歩
数
や
体
重
、
運
動
時
間
な

ど
を
デ
ー
タ
と
し
て
残
す
と
、

自
分
を
客
観
的
に
見
る
こ
と
が

で
き
て
励
み
に
な
り
ま
す
。
群

馬
県
公
式
ア
プ
リ
Ｇ-

Ｗ
Ａ
Ｌ

Ｋ+

（
ジ
ー
ウ
オ
ー
ク
プ
ラ
ス
）

が
お
勧
め
で
す
。

　

待
ち
合
わ
せ
て
一
緒
に
運
動

し
た
り
、
グ
ル
ー
プ
を
つ
く
っ

て
成
果
を
報
告
し
合
っ
た
り
す

る
と
楽
し
く
続
け
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
団
体
な
ど

に
加
入
す
れ
ば
指
導
を
受
け
て

成
果
を
実
感
し
た
り
、
練
習
日

時
な
ど
の
こ
と
を
考
え
て
都
合

を
つ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

最
近
は
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
動
画

な
ど
の
自
宅
で
実
践
で
き
る
楽

し
い
方
法
も
あ
り
ま
す
。

　

今
年
の
目
標
は
、
健
康
の
た

め
に「
運
動
」を
テ
ー
マ
に
し
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

④
運
動
を
習
慣
化
さ
せ
る
コ
ツ■

健
康
課
保
健
係
☎
(67）
５
１
５
９

運
動
を
し
よ
う　
　
　
　
　
　
　

１
月
10
日
は

　
「
１
１
０
番
の
日
」

　

１
１
０
番
は
事
件
や
事
故
な

ど
が
発
生
し
た
と
き
に
皆
さ
ん

の
安
全
を
守
る
緊
急
通
報
電
話

で
す
。
警
察
に
通
報
の
際
は
、

を
正
し
く
伝
え
る
こ
と
が
、
事

件
や
事
故
を
早
く
解
決
す
る
た

め
の
決
め
手
と
な
り
ま
す
。
落

ち
着
い
て
状
況
を
話
し
て
く
だ

さ
い
。

　

緊
急
性
の
低
い
相
談
や
問
い

合
わ
せ
は
、相
談
ダ
イ
ヤ
ル「
♯

９
１
１
０
」を
利
用
す
る
か
、

富
岡
警
察
署
や
駐
在
所
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

　

な
お「
お
金
を
受
け
取
り
に

行
く
」や「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド

の
確
認
に
行
く
」な
ど
、
特
殊

詐
欺
が
疑
わ
れ
る
電
話
を
受
け

た
場
合
は
す
ぐ
に
１
１
０
番
通

報
し
、
被
害
を
未
然
に
防
ぎ
ま

し
ょ
う
。

１
１
０
番
映
像
通
報
シ
ス
テ
ム

　

令
和
４
年
10
月
か
ら
、
通
報

現
場
の
状
況
な
ど
を
撮
影
し
た

動
画
や
画
像
を
警
察（
通
信
指

令
課
）に
送
信
で
き
る「
１
１
０

番
映
像
通
報
シ
ス
テ
ム
」が
始

ま
り
ま
し
た
。
必
要
な
場
合
に

は
、
通
報
者
に
依
頼
し
ま
す
の

で
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

連載
№151

❶
何
が
あ
っ
た
の
か

❷
い
つ
あ
っ
た
の
か

❸
ど
こ
で
あ
っ
た
の
か

運
動
を
習
慣
化
さ
せ
る
コ
ツ

普段の行動に運動を普段の行動に運動を
プラスする方法プラスする方法

「110番映像通報シ
ステム」については、
こちらの広報動画
をご覧ください。

早歩きなら
約 30kcal 消費

ゆっくり上がって
約 30kcal 消費

仕事や家事の合間
のストレッチで
約 10kcal 消費

＋10分＋10分

❶
簡
単
な
運
動
を

　

コ
ツ
コ
ツ
続
け
る

❷
運
動
時
間
を
あ
ら
か
じ
め

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
組
み
込
む

❸
普
段
必
ず
行
う
行
動
に

　

運
動
を
プ
ラ
ス
す
る

❹
運
動
を
記
録
し
て
デ
ー
タ

と
し
て
見
え
る
結
果
に
す
る

❻
飽
き
ず
に
楽
し
く
運
動
が

続
け
ら
れ
る
環
境
を
整
え
る

❼
計
画
が
達
成
で
き
た
自
分

へ
の
ご
褒
美
を
用
意
す
る

❺
仲
間
と
一
緒
に
運
動
す
る
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世 帯 5,082
(△３)

人 口 12,604
(△27)

男 6,233
(△10)

女 6,371
(△17)

転 入 15

転 出 28

出 生 ４

死 亡 18

11月30日現在
（前月末比）

NEW▶▶▶図書館に新しく入った本甘楽町図書館
開館　午前９時～午後７時
70-4660
rarakanra@town.kanra.lg.jp

▶お知らせ
【年始の休館日】　１日（日・祝）～３日（火）
【１月の休館日】
　10日（火）、16日（月）、23日（月）、30日（月）

▼
意
識
が
な
い
場
合

　

心
肺
蘇
生
法
を
実
施
し
ま
す
。

▼
意
識
が
あ
る
場
合

　

咳
を
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
咳

を
続
け
さ
せ
、
異
物
が
取
れ
な
け

れ
ば「
背
部
叩
打
法
※
１
」「
腹
部

突
き
上
げ
法
※
２
」を
行
い
ま
す
。

●
妊
婦
や
高
度
な
肥
満
の
人
に
は

「
腹
部
突
き
上
げ
法
」は
行
わ
ず

「
背
部
叩
打
法
」の
み
実
施
。

●
乳
児
は「
背
部
叩
打
法
」と「
胸

部
突
き
上
げ
法
※
３
」を
実
施
。

※
１
※
１ 

背
部
叩
打
法

背
部
叩
打
法

　

傷
病
者
の
頭
を
胸

よ
り
低
く
し
、
手
の
付
け
根
で
肩

甲
骨
の
間
を
連
続
し
て
叩
き
ま
す
。

※
２
※
２ 

腹
部
突
き
上
げ
法

　

傷
病
者
を
後
ろ
か
ら
抱
く
よ
う

な
体
勢
で
へ
そ
の
す
ぐ
上
あ
た
り

に
握
り
拳
を
当
て
、
も
う
一
方
の

手
を
そ
の
上
か
ら
握
り
す
ば
や
く

手
前
上
方
に
圧
迫
、
こ
れ
を
繰
り

返
し
ま
す
。

※
３
※
３ 

胸
部
突
き
上
げ
法

胸
部
突
き
上
げ
法

　

頭
が
低
く
な
る
よ
う
に
仰
向
け

に
し
、
指
２
本
を
使
い
胸
の
真
ん

中
を
力
強
く
数
回
連
続
し
て
圧
迫

し
ま
す
。

　
「
腹
部
突
き
上
げ
法
」「
胸
部
突

き
上
げ
法
」を
実
施
し
た
時
は
、

臓
器
損
傷
の
可
能
性
が
あ
る
た
め

病
院
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

甘
楽
分
署
通
信

の
ど
に
異
物
が
詰
ま
っ
た
と
き
は
…

☎☎
(74）(74）
３
１
３
９

３
１
３
９

▶電子書籍が増えました！
　「かんらまち電子図書館」では、子どもから大
人まで楽しめる電子書籍が約100タイトル増え
ました。生活に役立つレシピや収納のコツ、健
康維持や旅行ガイド、子ども向け英語ブックや
図鑑など幅広く取り入れました。
　ぜひご利用ください！

▶学習スペースを開放しています！
　図書館では、町内在住者の利用を優先に学
習席を開放しています。テスト期間や長期休
業など時期に応じて12席～20席用意していま
す。利用したい人は、カウンターで図書貸出
カードを提示して受付をしてください。
　閉館の30分前までご利用いただけます。

甘甘甘甘甘甘甘甘甘甘甘甘甘甘甘甘
楽
分

甘
楽

は

胸

タ
ン
グ
ル

真
山
仁
著
／

小
学
館

ビ
ュ
ー
テ
ィ
フ
ル
か
ら

ビ
ュ
ー
テ
ィ
フ
ル
へ

日
比
野
コ
レ
コ
著
／

河
出
書
房
新
社

古
代
エ
ジ
プ
ト
の

日
常
生
活

ド
ナ
ル
ド
・
P
・
ラ
イ
ア

ン
著
／
田
口
未
和
訳
／

原
書
房

低
糖
質
の
キ
ッ
シ
ュ
と

タ
ル
ト
ケ
ー
ク
サ
レ

山
本
蓮
理
著
／

秀
和
シ
ス
テ
ム

そ
れ
で
、
い
い
！

礒
み
ゆ
き
作
／

は
た
こ
う
し
ろ
う
絵
／

ポ
プ
ラ
社

な
ん
と
ニ
ャ
ン
コ

う
ん
こ
４
こ
！

お
お
た
に
け
ん
た
さ
く
／

文
響
社

日本は、技術を守れる
のか⁉ Z世代の新感覚小説

塩味の焼き菓子（セイボ
リー）を新しいおやつに

古代から現代
古代エジプト最強説

はやくちことばで、
わらっちゃおう！

えのだいすきなきつねの
おはなし

連載No.5

No imageNo image

No imageNo image

No imageNo image
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お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

確
定
申
告
会
場
を
開
設
し
ま
す

（
所
得
税
・
個
人
消
費
税
・
贈
与
税
）

会
場　

富
岡
税
務
署　

１
階
会
議
室

※
入
場
に
は
、
当
日
配
布
ま
た
は
国
税

庁
の
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
か
ら

事
前
に
取
得
し
た

「
入
場
整
理
券
」

が
必
要
で
す
。

期
間　

２
月
16
日
㈭
〜
３
月
15
日
㈬

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

相
談
受
付
時
間

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
４
時

（
相
談
開
始
は
午
前
９
時
か
ら
）

土
地
や
建
物
を
売
却
し
た
人
・
財
産

の
贈
与
を
受
け
た
人
の
相
談
日

　

土
地
・
建
物
な
ど
の
譲
渡
所
得
お
よ
び

贈
与
税
の
申
告
相
談
な
ど
に
つ
い
て
は
、

相
談
可
能
日
が
限
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

 
 

 

注
意
事
項

▼
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
持
っ
て
い
る
人

は
、会
場
に
お
い
て
、基
本
的
に
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
を
利
用
し
て
申
告
書
を
作
成

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
マ
ス
ク
を
着
用
し
、
少
人
数
で
の
来

場
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
37
・
５
度
以
上
の
発
熱
や
咳
な
ど
の

症
状
が
あ
る
人
は
、
入
場
を
ご
遠
慮
い

た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

富
岡
税
務
署　

☎
(63)
２
２
３
５

自
動
音
声
案
内
で
「
２
」
を
選
択

障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書

を
交
付
し
ま
す

　
　

　

所
得
税
や
町
県
民
税
の
申
告
を
す
る

際
に「
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
」を

提
示
す
る
と
、
本
人
ま
た
は
扶
養
者
が

障
害
者
控
除
ま
た
は
特
別
障
害
者
控
除

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

認
定
書
の
交
付
に
つ
い
て
は
、
介
護

認
定
の
資
料
を
も
と
に
判
定
し
ま
す
。

対
象
者（
次
の
全
て
に
該
当
す
る
人
）

①
町
内
に
住
所
を
有
す
る
65
歳
以
上
の
人

②
要
介
護
１
〜
５
の
介
護
認
定
を
受
け

て
い
る
人（
令
和
４
年
12
月
31
日
現
在
）

③
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
な

い
人

④
町
の
判
定
基
準
を
満
た
し
て
い
る
人

問
い
合
わ
せ

に
こ
に
こ
甘
楽

福
祉
課
介
護
保
険
係

☎
(67)
５
１
８
２

職
業
訓
練
（
ハ
ロ
ト
レ
）

説
明
会

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
は
、
職
業
訓
練
に

興
味
が
あ
る
人
を
対
象
に
、
毎
月
職
業

訓
練
説
明
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

支
給
要
件
を
満
た
せ
ば
、
月
10
万
円

の
生
活
支
援
の
給
付
金
を
受
け
な
が
ら

無
料
の
職
業
訓
練
が
受
講
で
き
ま
す
。

気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

日
程　

①
１
月
23
日
㈪  

②
２
月
13
日
㈪　

③
3
月
13
日
㈪

時
間　

午
後
２
時
〜
３
時

※
ラ
イ
ン
で
職
業
訓
練
の
ほ
か
、
面
接

会
や
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
の
情
報
も
配
信
中

で
す
。
友
達
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。

場
所
・
問
い
合
わ
せ

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
富
岡　

富
岡
市
富
岡

１
４
１
４
‐
１
４

☎
(62)
８
６
０
９

日
本
政
策
金
融
公
庫

「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」

　
「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
は
、
高
校
、

大
学
な
ど
へ
の
入
学
時
・
在
学
中
に
か

か
る
費
用
を
対
象
と
し
た
公
的
な
融

資
制
度
で
す
。
子
ど
も
１
人
に
つ
き

３
５
０
万
円
以
内
を
固
定
金
利（
年
１
・

９
５
％
〔
令
和
４
年
11
月
１
日
現
在
〕）

で
利
用
で
き
、
在
学
期
間
内
は
利
息
の

み
の
返
済
と
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
詳
し
く
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
７
０
‐
０
０
８
６
５
６

（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

☎
０
３
‐
５
３
２
１
‐
８
６
５
６

自
動
車
税
（
種
別
割
）
の
納
税
は

口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

自
動
車
税
（
種
別
割
）
の
納
税
は
、

口
座
振
替
が
安
心
・
便
利
・
確
実
で
す
。　

　

申
し
込
み
は
、
所
定
の
申
込
は
が
き

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
郵
送
す
る
だ

け
で
す
。
来
年
度
の
納
税
に
む
け
て
、

今
か
ら
準
備
し
ま
せ
ん
か
。

申
込
は
が
き
配
布
場
所　

行
政
県
税
事

務
所
、
自
動
車
税
事
務
所
、
市
役
所
、

町
村
役
場
、
各
金
融
機
関
窓
口

問
い
合
わ
せ　

富
岡
行
政
県
税
事
務
所

☎
(63)
２
２
４
５　

自
動
車
税
事
務
所

☎
０
２
７
‐
２
６
３
‐
４
３
４
３

No.1234おしらせ版
※  新型コロナウイルス感染症の状況により、掲載した
　  情報は変更または中止になることがあります。

国税庁LINE
公式アカウント

ハローワーク
富岡LINE

１
月
10
日
㈫　

24
日
㈫

２
月
７
日
㈫　

15
日
㈬　

17
日
㈮

21
日
㈫　

24
日
㈮　

28
日
㈫

３
月
２
日
㈭　

６
日
㈪　

８
日
㈬

10
日
㈮　

14
日
㈫　

15
日
㈬
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「
人
材
開
発
支
援
助
成
金
」（
人
へ
の
投
資

促
進
コ
ー
ス
）
制
度
改
正
に
伴
う
ご
案
内

　

令
和
４
年
４
月
１
日
よ
り
創
設
さ
れ

た
「
人
へ
の
投
資
促
進
コ
ー
ス
」
に
つ

い
て
、
令
和
４
年
９
月
１
日
と
10
月
１

日
の
２
度
に
わ
た
り
、
訓
練
施
設
の
要

件
、
定
額
制
訓
練
の
要
件
、
高
度
デ
ジ

タ
ル
人
材
訓
練
の
要
件
、
情
報
技
術
分

野
認
定
実
習
併
用
職
業
訓
練
の
要
件
な

ど
が
変
更
と
な
り
、
活
用
し
や
す
く
な

り
ま
し
た
。

　

ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

群
馬
労
働
局

職
業
対
策
課

☎
０
２
７
‐
２
１
０
‐
５
０
０
８

    
           

募　

集

募　

集

放
送
大
学

４
月
入
学
生
募
集

▼
テ
レ
ビ
で
授
業
を
行
っ
て
い
る
だ
け

で
は
な
く
、
学
生
は
授
業
を
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
好
き
な
と
き
に
受
講
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。

▼
心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文
学
・

情
報
・
自
然
科
学
な
ど
、
約
３
０
０
の

幅
広
い
授
業
科
目
が
あ
り
、
１
科
目
か

ら
で
も
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
半
年
間
だ
け
在
学
す
る
こ
と
も
可
能

で
す
。

▼
全
国
に
学
習
セ
ン
タ
ー
・
サ
テ
ラ

イ
ト
ス
ペ
ー
ス
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、

サ
ー
ク
ル
活
動
な
ど
学
生
の
交
流
も
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

▼
資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
放
送
大
学
群
馬
学
習

セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

出
願
期
限

第
１
回　

２
月
28
日
㈫

第
２
回　

３
月
14
日
㈫

問
い
合
わ
せ

放
送
大
学
群
馬
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
７
（
２
３
０
）
１
０
８
５

    
           

講
座
・
講
習

講
座
・
講
習

フ
レ
イ
ル
予
防
講
座

　

フ
レ
イ
ル
と
は
心
身
の
虚
弱
を
意
味

し
て
お
り
、
高
齢
者
の
運
動
の
必
要
性

と
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
効
果
に
つ
い

て
、
専
門
家
が
お
話
し
し
ま
す
。　
　
　

　

ご
自
身
の
健
康
寿
命
を
延
ば
す
た
め

に
受
講
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　

１
月
18
日
㈬　

午
後
１
時
30
分

〜
２
時
30
分

場
所　

に
こ
に
こ
甘
楽

講
師　

公
立
七
日
市
病
院
理
学
療
法
士

費
用　

無
料

問
い
合
わ
せ　

に
こ
に
こ
甘
楽

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
(67)
５
１
８
２

    
           

試　

験

試　

験

富
岡
看
護
専
門
学
校

令
和
５
年
度
一
般
入
学
試
験

受
験
資
格　

①
学
校
教
育
法
第
90
条
第

１
項
に
規
定
す
る
大
学
入
学
資
格
を
も

つ
人
で
、
准
看
護
師
の
免
許
を
有
す
る

人
ま
た
は
准
看
護
師
養
成
所
を
令
和
５

年
３
月
に
卒
業
見
込
み
の
人

②
准
看
護
師
の
免
許
取
得
後
３
年
以
上

看
護
業
務
に
従
事
し
て
い
る
人

試
験
日　

１
月
28
日
㈯

試
験
科
目　

筆
記
試
験
（
国
語
・
数
学
・

英
語
・
看
護
学
）、
面
接
試
験

願
書
受
付
期
間

１
月
10
日
㈫
〜
17
日
㈫
【
必
着
】

試
験
料　

２
万
５
０
０
０
円

募
集
定
員　

30
人
（
推
薦
入
学
含
む
）

※
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

願
書
提
出
・
試
験
会
場
・
問
い
合
わ
せ

富
岡
看
護
専
門
学
校

☎
(64)
１
６
８
４

甘楽町役場　　☎ 74 - 3131（代）　 FAX  74 - 5813（代）
にこにこ甘楽　☎ 67 - 7655（代）     FAX  67 - 7066（代）

厚生労働省
ホームページ

令和４年度
スポーツ振興くじ助成金実施事業
第39回甘楽町さくらマラソン大会

  助成区分：地方公共団体スポーツ活動助成
  事業細目名：スポーツ教室、
 　　　　　    スポーツ大会等開催（地方）

  交付決定額 ：1，９３６，０００円

←スポーツ応援
サイト
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広　告

　「ソープカービング教室（全４
回）」の最終回が12月20日、町
公民館で行われました。
　ソープカービングは、専用の
ナイフでせっけんに花びらなど
を彫刻するアートで、教室では
デイジー、マリーゴールドと徐々に難易度を上げ、
最終日にはバラの正月飾りを作成しました。
　せっけんの良い香りに包まれる中、講師の佐藤泰
子さん（伊勢崎市）が「ナイフを入れる角度が大切」と
指導。受講生からは「作るのは難しかったけれど、お
正月が華やかに迎えられてうれしいです」との感想
が聞かれました。

ソープカービング教室ププカ ビビ ググ教教室室ププカ ビビ ググ教教室室
香り  楽しむ正月飾り香り  楽しむ正月飾り
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